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現在、バドミントンのストロークはきわめて短かく、さらに俊敏な動きが要求さ

れるようになってきています。より高度なテクニックを駆使するためには、ラケッ

トの反発力の高さがものを言いまtBT 75-カワサキならではのI.Pシヤ
フトにより、バネのような反発力と的確なコントロールを持つ、攻守にすぐれた

理想のラケットが誕生しました。攻撃に際しては、手首のスナップをハードに

伝え、爆発的なパワーのシャトルをオロ手コートに打ちこむ。守りによわっては、

本目手の打ったシャトルをできるだけラケットにひきつけたまま正確なコントロー

ルで返し、相手に次のプレイを予測させないうちに攻撃に転ずる・・ЪI.Pシャ

フト′l■育ヒカダヘナミックなフレ゚イをi寅出します。

rgawasaKI
カワサキ却 卜株式会社 本社 :〒 130東京都墨田区両国 |10 6 TEL(03)63372‖ (大代 )大阪支店

BT-75
●素材 :高力カレミ合金フレーム

グラフアイトシャフト

●カラー:プランク レッド功レー(ケース付)

●サイズ:UL-3・ 45XL345
●フレーム価格 :9.500円

〒543大阪市天王寺区上本町35‖ TEL(06)764-5591(代 表 )
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CHAM IPS'83

会期

昭和58年 12月 20日ω～同12月 25日 (日 )

会場
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内閣総理大臣杯・文部大臣杯争奪

第37回全日本総合バ ドミントン選手権大会を

迎えるにあたって

昭和 22年 に始 ま りましたこの全 日本総合選手

権大会 も、今回で第37回 目を迎 えました。この

歴史ある大会 を、今年 も無事 に開催で きますこ

とを心か らうれ しく感 じてお ります。

ことに本大会 は記念すべ き大会であ ります。

それは、この大会のために中曽根首相 より「内

閣総理大臣杯」および文部大臣よ り「文部大臣

杯」が寄贈 されたことです。バ ドミン トン競技

の巾広い普及ぶ り、その競技水準の高 さ等 々が

評価 され、日本一の覇者 をきめ るこの大会 に大

杯が授与 されたということは、誠 に欣 '快 にたえ

ません。今回か らは内閣総理大臣杯争奪選手権

大会です。私 どもバ ドミン トン関係者は、これ

を機 に心 を新 たに していっそ うの努力をいた し、

斯道発展の実 をあげねばならぬ と思 う次第でご

ざいます。

選手諸君たち もこの大会の名誉 を自党 し、平

素の実力をいかんな く発揮 して、すばらしい試

合 を展開 して くれ るもの と確信 いた してお りま

す。 どうかご来場の皆様 におかれ まして も、力

いっぱい熱戦 を応援 してあげて ください。

ふ りかえ ります と、国内の競技大会 も年 々盛

んにな り、競技 レベル も年 々向上 いた してお り

ます。 しか し、世界の趨勢 を見た場合 、世界は

財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 桜 内 義 雄

もっと早 いスピー ドで発展上達 しています。安

閑 としていられないのが現状 なのです。ことに

隣接の友好国である中国の台頭 は目をみはるも

のがあ ります。わが国は、現在、女子世界選手

権 「ユーバー杯」保持国 として世界に覇 をとな

えてお りますが、その防衛 を考 えるとき誠 に寒

′しヽにたえません。 もちろん国情や環境のちがい

はあ りますが、この中国勢の活躍のなかに、我

々が学ばねばならぬスポーツの原点があるやの

ように思 えてな りません。

本大会 にひ きつづ き行われ る全 日本 ジュニア

選手権大会で、年内の競技大会 は全部おわ りま

す。そ して新年 1月 には世界の強岡1を あつめて

の国際大会 「ジャパ ン オープ ン '84」 が東京体

育館で開1柱 されます。そ して、明年は「 トーマ

ス杯」「ユーバ ~杯」決戦の年で もあ ります。ど

うか本大会が国内における最高峰であるにとど

まらず、世界に通用す る選手 を生む大会 にな り

ますよう、関係各位のいっそうの精進 を析 って

やみません。

おわ りにあた りまして、本大会の開催 に格段

のご支援 ご努力賜わ りました関係各位 に、心 よ

り御礼申 しあげます。あ りが とうございました。



バドミントン日本一をきめる大会

財団法人 日本バ

副会長 ′jヽ

全 日本総合バ ドミン トン選手権大会は昭和22

年 に始 ま り、昭和34年 までは全日本選手権大会

として運営 され、昭和35年 よ り全 日本総合選手

権大会 として今 日に至っています。その間、い

くたの名選手が生 まれ、全英選手権や世界選手

権 といった檜舞台で i舌躍 してまい りました。文・

字通 り、その年その年のバ ドミン トン日本一 を

きめ る名誉の大会、それが全 日本総合選手権大

会 なのです。

ちなみに大会要項か ら、本大会への参加資格

を抜粋 してご紹介 します と次のようになってい

ます。

〔参加資格〕本年度 (財 )日 本バ ドミン トン協会

登録会 員にして下記に該当するものに限 る。

(1'本大会出場有資格者

a.昭和 57年度全 日本総合ランキング男女

単・ 複・混合複 8位以内

b.第 26回 全 日本社会 人選手権大会 ランキ

ング男女単・ 複・混合複 8位以内

c.第 34回 全 日本学生選手権大会 ランキン

グ男女単 。複 4位以内

d.第 22回全 日本教職 員選手権大会 ランキ

ング男女単・ 複・混合複 2位以内

e。 第34回 全国高等学校選手権大会  男女

単・ 複 2位以内

f.予選会  男女単・ 複・混合複 4位以内

トン協会

政 雄

g.(財 )日 本バ ドミン トン協会推せん選手

若千名

(2)予選会出場者

a。 第26回 全 日本社会人選手権大会ランキ

ング男女単・複・混合複 9位～16位

b.第 34回 全 日本学生選手権大会ランキ ン

グ男女単・ 複 5位～ 8位

c.第 22回 全 日本教職 員選手権大会 ランキ

ング男女単 。複 3位以内

d.第 34回 全国高等学校選手権大会  F/7女

単 。複 3位以内

e.各地区 男女単・複・混合複各 1名 (組 )

f。 (財 )日 本バ ドミン トン協会推せん選手

若干名

これ をご覧いただいて も、日本の代表選手が

集 ってその雌雄 を決す る大会だ ということがお

わか りいただけると思います。特 に、 もうお気

づ きだ と思いますが、この大会の特長は各種選

手権大会の枠 をとりはらって、選手が実力を競

い合 うところにあ ります。若手がベテランの胸

を借 りるといったシーンやライバル同志が激突

するシーンなど、きっと面 白い熱戦が展開され

ると思います。 どうぞ我が国 を代表す る選手た

ちのすばらしいプ レーを心ゆ くまでお楽 しみ く

ださい。
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若手にも……ベテランにも……

熱戦を期待して
(財 )日 本バ ドミントン協会

選手3会化本部長 内 藤 安 雄

昭和58年の悼尾を飾る全日本総合バ ドミントン選手権

大会は、本戦出場者実数 〔男子64名 。女子61名〕総勢125

名の選手によって競われます。ご承知の通り、この大会

は(財 )日 本バドミントン協会が今年主催した大会の上位

入賞者と、将来を嘱望される本協会推薦選手だけが出場

を許される、きわめて格式の高い大会であります。

はたして今年の栄光はだれに……・1・。若手の躍進を心

から念じつつも、一方ではベテランの活躍をも期待する

という、二律背反的な′じヽ情のなかからその行方を追うこ

ととします。

(男子シングルス〕

昨年度本大会のチャンピオン長谷川博幸にとっては、

社会人大会の汚名挽回と本大会の 2連覇は、大きな宿題

である。しかし、その行く手をはばむ者に社会人大会第

1位の銭谷欽治がいる。この両者の準決勝での対決は、

男子シングルスのひとつの山場となろう。

いずれが決勝進出をきめるにせよ、西山
。松浦 。権藤

の挑戦を受けることは必須と思われるが、この大会シン

グルス 1本にしぼって出場する西山の意欲に期待したい。

もうひとつの見どころは、松野VS鏑木 。井上VS今井

。松浦VS辻の対戦で、まさに新旧の激突である。日本の

男子バドミントンの将来を占ううえで、若きダークホー

スたちの奮起を願うや切である。

餞 や
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〔男子ダブルス〕

昨年度チャンピオン長谷り|1博幸/宮本幸弘組、古豪池

田信孝/尾崎幹雄組、今泉/米沢組、今井/栗原組の上

位進出は、現状として順当と思われる。しかし、学生No

lの松野/松浦組、同No 2の権藤/石場組、さらにはニ

ューペアーの宮森/井上組 も本大会に向けて調整は上々

である。

ただ、この種目に限って予選進出組が「クセモノ」で

ある。圧任1的に強いペアーが見当らないので、初回戦か

ら目が離せないであろう。

〔女子シングルス〕

本大会 3連覇、社会人大会 2連覇の北田スミ子は、他

に比類なき強さを誇っている。準々で西村、準決では河

本と対戦し、さらには東海林 。米倉のいずれかと雌雄を

決することになろう。北田は本大会シングルス 1本にし

ぼり4連覇を狙っているが、何といっても準決勝での河

本との一戦が大きな山場であり、事実上の決勝戦ではな

かろうか。

学生チャンピオン平間、高校チャンピオン鴻原の成長

は、次期ユーバー杯への一綾の望みであり、本大会での

健闘がおおいに期待されるところである。

〔女子ダブルス〕

ベテラン徳田敦子/米倉よし子組が健在である。過日

のスカンジナビア・マスターズにおいて中国を破 り、久

々の優勝をはたして自信をつけている。これを追うもの

は、高峯/陣内組、西村/岩見組、東海林/菊池組、そ

して河本/高田組が有力である。特に、社会人大会で不

覚をとった河本組は、雪辱を期 して本大会に臨むであろ

う。その試合展開におおいに注目したいものである。

河本・高田組

〔混合ダブルス〕

辻敏弘/松本劇順子 (1日姓徳永)組は前年度チャンピオン

であるが、残念ながら練習不足である。社会人大会優勝

の栂野尾夫妻組が筆頭候補と思われるが、鈴木/関根組、

松口/星組、山本/高田組、宮森/三田組、そして森下

/菊池組がその行く手をはばもうとしている。好漢栂野

尾組の奮起一番に 6度 目の優勝を期待するのは無理だろ

うか。

⑬
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松野・松浦組



タイムテーブンレ
○=子選会 MS=男子シングルス MD=男子ダブルス LS=女子シングルス LD=女子ダブルス M破 =混合ダブルス ①=組合せ・競技番号

く駒沢オリンピック公園体育館〉

12月 20日 (匁
コー ト

、番号

時 間
1 2 3 4 5 6 7 8

11 :00 ①M破① ①Mix② ①M破③ ①M破④ ①Mix⑤

11 :50 OMD① ①MD② OMD③ ①MD④ ①MD⑤ ①MD⑥ ①MD⑦ ①MD③

12:40 OLS① ①LS② ①LS③ ①LS④ ①LS⑤ ①LS⑥ ①LS⑦ ①LS③

13:30 ①Mix⑥ ①Mix⑦ OMix③ ①Mix③

14:20 ①MD⑨ OMD⑩ ①MD① ①MD⑫ ①MD⑬ ①MD⑭ ①MD⑮ ①MD⑩

15
ｎ
ｕ ①LS⑨ ①LS⑩ OLS① ①LS⑫ ①LS⑬ ①LS⑭ OLS⑮ OLS⑩

16:00 OMDO ①MD⑩ ①MD⑩ ①MD⑩ //
/ //

16:50 OLS① OLS⑬ l①LS⑩ ①LS⑩

12月 21日 17Kl
コー ト

、番号

時間
1 2 3 4 5 6 7 8

10:00 OMS① OMS② ①MS③ ①MS④ OMS⑤ ①MS⑥ OMS⑦ ①MS③

10:50 ①LD① ①LD② OLD③ OLD④
//

11 :40 ①MS⑨ ①MS⑩ ①MS① ①MS⑫ ①MS⑬ ①MS⑭ OMS⑮ ①MS⑩

12:30 ①LD⑤ ①LD⑥ OLD⑦ ①LD③ ①LD⑨ OLD⑩ ①LD① OLD⑫

13:20 ①MS① ①MS⑬ ①MS⑩ OMS⑩

14: 10 /// ①LD⑬ ①LD⑭ ①LD⑮ OLD⑩

15:00 MixC M破② M破③ Mix@ Mix⑤ M破⑥ Mix@ M破③

15:50 MD① MD② MD③ LS① LS② LS③ LS④ LS⑤

16:40 M破⑨ Mix @ MixO M破⑫

17:30 MD④ MD⑤ MD⑥ MD⑦ MD③ MD③ MD⑩ MD①

一／図 /// 1/
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く国立競技場代々木第2体育館〉

12月 22日 lkl
卜

号
一
番

コ

　

ヽ

時 間
2 3 4

10:30 LS⑥ LS⑦ LS③ LS⑨

11 :30 LS⑩ LS⑪ LS⑫ LS⑬

12:30 MD⑫ MD⑬ MD⑭ MD⑮

13:30 LS⑭ LS⑮ LS⑩ LS①

14:30 MS① MS② MS③ MS④

15:30 MS⑤ MS⑥

16:30 LD① LD② LD③ LD④

12月 24日 l■)
卜

号
一
番

コ

　

ヽ

時間
2

12:00 MS⑩(準決勝) MS⑩ (準決勝)

13:00 LD① (準決勝) LD⑩ (準決勝)

14:00 MS④ (決勝)

15:30 LD⑩ (決勝)

12月 23日 lel
卜

号
一
番

コ

　

ヽ

時 間
1 2 3 4

10:30 LD⑤ LD⑥ LD⑦ LD③

11 :30 LD⑨ LD⑩ LD⑪ LD⑫

12:30 MS⑦ MS③ MS⑨ MS⑩

13:30 MS⑪ MS⑫ MS⑬ MS⑭

14:30 LD⑬ LD⑭ LD⑮ LD⑩

15:30 MS⑮ MS⑩ MS① MS⑩

12月 25日 (日 )
卜

号
一
番

コ

　

ヽ

時間
1 2

11 : 00 M破⑬(準決勝) M破⑭(準決勝)

12:00 LS⑩ (準決勝) LS⑩ (準決勝)

13:00 MD⑩ (準決勝) MD① (準決勝)

14:00 Mix ⑮ (決勝)

15:00 LS⑩ (決勝)

16:00 MD⑬ (決勝)

/



男子シン舛レス組合せ(MS) ※予 1～ 予4は子選会勝者が出場。

長谷川博幸 (東京・ヨネックス)

げ 藤 雅 弘(棘・献)予 1‐

見 二 昌 弘 聘 奮 談 勘
葛

松 野 修 二 (東京
・法大 )

鏑 木 智博 lll馬。前橋東商高教)

今 井 勇 司僻馬→期1女高わ

井 上 哲 章 (東京・日体力
(

翠

毛 利 逼ヒ 彦  (石川・金沢市役所)
響

西 村 龍 夫  (滋賀
・唐崎小教)_―

灰 本 象 もヽ(麦知・}〕夕呻予

銭 谷 欽 7台 (東京・カワサキ)

山 博 司 (東京
・電電東京)

庭 克 行  (群 `馬
・吾妻高教)

■ 藤 裕 樹 (滋賀サヒ叡山静

宮 森 庄 吉  (東京
・電電東京)

敏 弘  (奈良
・奈良県庁 )

1甫 進 三l(東京・法大)

井 茂 則  (東京
。日体大教)

4七日泰3(東京・ヤ尺)

土 田 証 雄 (東京
。電電東京)
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男子シン
`カ
レス出場選手資料 (アイウエ利D

秋 庭 克 行 (s劉 J
群.焉県・吾妻高教員

0第 26回 全日本社会人く単〉ベスト8

第22回 全日本教職員く単〉ベスト4

権 藤 浩 二 (s"2Л )

東京都。日体大

。昭和57年度全日本総合く単〉ベスト4

。第34回 全日本学生〈単〉準優勝

西本オ龍 夫 (S2&lr)
滋賀県・唐崎小教員
。第26回全日本社会人〈単〉ベスト8

第22回 全日本教職員く単〉ベスト4

見 市 昌弘 (S4∝ H20
奈良県。一条高

。第34回 全国高校〈単〉準優勝

井上 哲 章 (S3&25)
東京都。日体大

0第 34回 全日本学生〈単〉ベスト4

坂 井 茂 則 (S%29
東京都・日体大教員

。第26回 全日本社会人く単〉ベスト4

。第22回 全日本教職員く単〉準優勝

西 山博 司 (S%2・ "
東京都・電電東京

0第 26回 全日本社会人く単〉ベスト4

宮 森 庄 吉 (S路20
東京都・電電東京
0昭和57年度全日本総合く単〉ベスト8

今井勇司 (Sない
群馬県・渋り|1女子高教員

。第26回 全日本社会人〈単〉ベスト8

銭 谷 欽 治 (S"・ 2)

東京都・カワサキラケント

o日召和57年度今日本総合〈単〉ベスト4

o第 26回 全日本社会人く単〉優勝

長谷川博幸 (S32■Ю)
東京都・ヨネックス

0昭和57年度全日本総合〈単〉優勝

毛 利 達 彦 (S鉾・∝D
石川県・金沢市役所

o第26回 全日本社会人く単〉準優勝

江 藤 裕 樹 (s4・2D
滋賀県・1ヒ叡山高

0第 34回 全国高校く単〉優勝

辻  敏 弘 (S3∝ 3D
奈良県・奈良県庁

0昭和57年度全日本総合く単〉ベスト8

松 浦 進 二 (S"2■ 9
東京都・法政大学

。第34回 全日本学生〈単〉優勝

鏑 木 智博 (Stt H■か
群.馬県。前橋東商高教員

。第26回 全日本社会人〈単〉ベスト8

。第22回 全日本教職員く単〉優勝

土 田証 雄 (S2&%"
東京都・電電東京

0昭和57年度全日本総合く単〉準優勝

松 野修 二 (S389■ D
東京都・法政大学

o第 34回 全日本学生く単〉ベスト4

。印=出場資格をえた競技大会

藤 浩 三1(東京
。日体大)

3今彙 勉 (曽ム
′高岡市供古)



男子ダカレス組合せ(MD) ※予 1～ 子4は 予選会勝者が出場。
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男子ダブルス出場選手資料 (アイウエ棚

池 田信 孝/尾 崎 幹 雄
(S22 2 3)            (s27 2 22)
東京都・電電東京    東京都・電電東京
0昭和57年度全日本総合く複〉ベスト4
0第 26口 全日本社会人く複〉準優勝

権 藤 浩 二/石 場 隆雄
(S37221)       (s36719)
東京都。日体大     東京都・日体大
0第 34回 全日本学生〈複〉準優勝

長谷り|1博幸/宮 本 幸弘
(S32 1 19)          (S34.922)
東京都・ヨネックス   東京都・ヨネックス
0昭和57年度全日本総合〈複〉優勝
0第 26回 全日本社会人〈複〉ベスト4

今 井 勇 司/栗 原恒夫
キモ量熱基奄み見躍場櫻複〉鷲IF♂

生高教員
。第22回今日本教職員〈複〉優勝

土 田 証 雄/長 内 征 美

(♂¶酢黙「 Fξデトン協会逼撃亀鍬」趾訂番ξ

松 口金 彦/和 田泰 寛
(S28 10 10)            (s23 8 7)
大阪府・大阪電機暖房   大阪府・永西紙器
0第 26回 全日本社会人〈複〉ベスト8

今泉  勉/米 沢和男
副鼎鼎l酷殊総合〈ξぜi弓岡市役所
0第 26回全日本社会人く複〉ベスト4

勅使り|1原尚/藤 咲勇 一

び肇li理(擢勇熟。 優勝
群馬県・桐生商高

松野修二/松 浦進二
(S38911)       (S39215)
東京都・法政大学    東京都・法政大学
0昭和57年度全日本総合〈複〉ベスト8
。第34回 全日本学生く複〉優勝

大島正志/伊 東幸男
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宮 森 庄 吉/井 上 哲 章
(S3325)       (s38215)
東京都・電電東京     東京都。日体大
(貝オ)日 本バドミントン協会選手強化本部推薦
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。印=出場資格をえた競技大会

傘景和箕帥赫御

1:]量違il(東京。日体大)

34争事線[ξ II自|ヨれクス)

ヨ

「

/



女子シン
`カ
レス組合せ(LS) ※子1～ チ4は予選会勝者が出場。

JL田 ス ミ 子 (大阪
。三洋電機 )

葛山朝)は捩'ロツ́キl_c

小 泉 陽 子 (難・園田訓 勘
些

平間真由美 (東京。日体力  __ 1/.
ミミミ

西村美千代 (大阪・サントリー)-2

河 本 小 織 (岡 山松 本細   雲 ョ

「

Fミ
‐

ミ
=で松田大嘉子 (大阪・四条畷短力 即

|

中 島 真 美中 的 n/
E⑮

白松千加子 (静岡。日本楽器)

お長
乃n六 実は東書ッ

^矛
2

河 本寸茂 美 (大阪・三洋電機)

米 倉 よ し 子 (東京
・電電東京)

予3摯 猫)(棘′コネ→⑩ビ

奎

ミ
富田美千代 (大阪・三洋電機)

峯 和
三
子 (大阪

・サントリー )

山本美津子 (静岡・日本楽器)

り|1真理 子  (東京
。日体大 )

I島 属ミ瑾F三菱(大阪・四条畷学園高)

土 沢  淳
(新潟。大崎中和

〕ト

ギ4蔵見矛う(太及=ガ片)

東海林文子 (大阪・サントリー)

⑪雨

挙

0

ο
　

①

。

女子シンタレス出場選手資料 (アイウエ刺D
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今川真理子 (S器 3r)
東京都・日体大

。昭和57年度全日本総会〈単〉ベスト8

0第 34回 全日本学生〈単〉ベスト4

河本 小 織 (Sa..m
lt3山県 。松 本組
o昭和 57年 lt全 日本総 合 く単〉ベ ス ト8
第14同今日本レディーズ・チャンピオン優勝
o第 26回 全日本社会人く単〉ベスト8

中 沢  淳 (s"2・ "
新潟県・大崎中教員

O第 22F●l全 日本教職員〈単〉準優勝

山本美津子 (S鉾 2,
静岡県,日 本楽器

。1召和57年度今日本総合く単〉ベスト8

河オ1茂 美 (s譴・・"
大阪府・三洋電機

0昭和57年 度全日本総合〈単〉ベス ト4

白松千加子 (S%・0"
静岡県・日本楽器

0第 26回 今 日本社会人〈単〉ベス ト8

中島真 美 (s"Ю・ )

東京都。日体大

。第34同 今日本学生〈単〉ベスト4

米倉よし子 (S"2″ )

°
期1鶴喋鐸森管黛ふ群れ
o第 26「1全 ll本社会人く単〉ベスト4

北田スミ子 (S3■ &a)
大阪府・三洋電機

。1召和57年度今日本総合〈単〉優勝

0第 26回 全日本社会人〈単〉優勝

高 峯 和 子 (S3■駄20
大阪府・サントリー

0第 26回 全日本ネt会人く単〉ベスト8

西村美千代 (S"・ H)
大阪府・サントリー

0第 26回 今日本社会人〈単〉ベスト4

小 泉 陽 子 (S4∝ 2■0
兵庫県。同田学同高

。第34回 全国高校〈単〉準優勝

東海林文子 (S"・・ D
大阪府・サントリー

。B召和57年度今日本総合く単〉準優勝

。第26回 全日本社会人く単〉準優勝

平間真由美 (s田 2"
東京都。日体大

0第 34L●j全 日本学生〈単〉優勝

鴻 原春 美 (s““
20

大阪府・四条畷学‖1高

0第 34回 全国高校く単〉優勝

冨田美千代 (s"25)
大阪 Iff・ 三洋電機

。第26回 全 日本社会 人く単〉ベス ト8

松田大嘉子 (S4∝ 1%)
大阪府・四条畷学園女子短大

o第 34同 全日本学生く単〉準優勝

。印=出場資格をえた競技大会
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女子ダカレス組合せ(LD) ※
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1～ 14は 予選会勝者が出場。
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女子ダカレス出場選手資料 |アイウエⅧ)

今り|1真理子/野 上 満 子
(S38317)    (s371013)
東京都。日体人    東京都・日体夫
。昭和57年

'1全
日本総合く複〉ベス ト8

0第 341〕 全 ll本学生く複〉準優勝

鴻 原 春 美/新 木 貴 子
(S40624)    (s42322)
大阪府・       大阪府・

四条畷学 l■■高    四条畷学同高
o第 34回 全国高校〈複〉優勝

高 峯 和 子/陣内貴美子
(S37926)    (s39317)
大阪府・サントリー  大阪府・サントリー
0第 2611全 日本社会人く複〉ベス ト8

平 野  幸/中 沢  淳
(S3221)     (s33211)

新潟県・新発|‖市教委 新潟県。大崎中教員
o第 22卜1全 ::本教職員〈複〉率優勝

上 村 美 香/平井真由美
(S401030)    (s411028)
熊本県・熊本信愛高  熊本県・熊本信愛高
。第34回 全国高校く複〉準優勝

河 本 月ヽ 織/高 田 幹 子
(S31318)    (s301014)
岡‖j県・松本組    I■ 日,県・松本組
0昭和57年 度全日本総合く複〉準優勝

東海林文子/菊 池 洋 子
(S33411)     (s3696)
大阪府・サントリー  大 llxlrr・ サ ントリー
0第 26回 全日本社会人く複〉準優勝

平間真由美/田 向 和 子
(S39325)    (s38720)
東京都・日体大    東京都・H体大
0第 34同 今日本学生〈複〉優勝

り:1島 直子/白松千加子
(S34911)    (s35102)
静岡県。日本楽器   静岡県・日本楽器
。第26回 全日本オt会 人〈複〉ベスト8

小 路 和 代/野 日 英 代
(S37329)    (s3648)
東京都・日体大    東京都・日体大
。第34回 全日本学生く複〉ベス ト4

中島 真美/伏喜由美子
(S39109)    (s39H14)
東京都。日体大    東京都・ [1体 大
。第34[l今 日本学生く複〉ベス ト4

松 枝 睦 子/藤 井 良 子
(S3427)     (s33813)
東京都・      東京都・
桜町高教員    桜美林学問教 l■
。第22卜I全 日本教職員く複〉優勝

河村 茂 美/平 久美子
(S34418)     (s3533)
大阪府・三洋電機   大阪府・三洋電機
0昭和57年 度全日本総合く複〉ベス ト8

高 野 和 代/栂野尾悦子
(S34830)     (s2516)
埼玉県・ヨネ ァクス  東京都・ヨネ ′クス
0第 26卜 l全 日本ネt会 人く複〉ベ ス ト8

西村美千代/岩 見 洋 子
(S371n)    (s37113)
大阪 lff・ サントリー  大阪府・サントリー
0第 26●1全 日本オl会 人く複〉ベス ト4

米倉よし子/徳 田 敦 子
(S3327)     (s30915)
東京都・電電東京   東京都・
0昭和57年度全日本総合く複〉優勝
0第 26卜1全 日本社会人〈複〉優勝

O Fp=出 場資格 をえた競技大会
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混合ダカレス組合せ(MIX) ※ 11～ ■4は F選会勝者が出場。
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混合ダカレス出場選手資料 げイウエ刑n

ギヾη
′ ′ l

落合 久夫/藤 井 良子
(S3135)        (S33813)
東京都。高輪高教it  東京都・桜美林学同教 it
。第26回 全日本社会人く混合複〉ベスト8

田部井秀郎/深 井 規 子
(S341120)       (S35224)
埼玉県・        埼F[県・
淑徳与野高教員     大宮泰平中教員
0第 22回 全日本教職 itく i昆合複〉準優勝

宮森 庄吉/三田知佳子
(S3325)        (S35117)
東京都・電電東京    東京都・電電東京
。昭和57年度全日本総合く混合複〉ベスト4

斉 藤 敏 行/平 久美子
(S27218)        (S3533)

福岡県・カワサキラケ ット   大阪府・三洋電機
0第 26回 全 日本ネt会人〈混合複〉ベ ス ト8

辻  敏 弘/松 村 順 子
(S3035)     (S33730)日 姓徳 水

奈良県・奈良県li.    香川県・琴平電鉄
0昭和57年 度全 日本総合 く混合複〉優勝

森 下 一 夫/菊 池 洋 子
(S311225)        (S3696)
大阪府・サ ントリー   大阪府・サ ン トリー
o第 26回 全日本社会入〈混合複〉ベス ト8

酒 井 直 人/酒 井 成 美
(S32 11 6)          (S3725)IH″ L森
石川県・ゴーセン    石川県・北陸財務局
。第26同 今日本社会人く混合複〉ベスト8

栂野尾昌一/栂野尾悦子
(S22819)        (S2516)
東京都・ヨネックス   東京都・ヨネックス
。昭和57年度全日本総合く混合複〉ベスト4
。第26回 全日本社会人く混合複〉優勝

山 下 圭 一/土田理恵子
(S35112)        (S3531)
新潟県・青陵高教員   新潟県・小針中教員
o第 22回 全日本教戦 ll〈混合複〉優勝

鈴 木  裕/関 根 和 子
(S28225)       (S311115)
新潟県・三条機械    新潟県・県体育協会
0昭和57午 度全日本総合く混合複〉準優勝
0第 26回 全日本社会人〈i昆合複〉ベスト4

松 口金 彦/星  和枝
枇 呂灌晏ξ濯1風『人銀

`李

よ璃詈夏もr同
~

山本  清/高 田幹 子
(S31 3 29)           (S30 10 14)
岡111県・三十造船二野    岡山県・松本組
0昭和57年度全日本総合〈混合複〉ベスト8
o第 26回 全日本社会人く混合複〉ベスト4

。印=出場資格をえた競技大会
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谷 SANY0

鰈 テヴ 残量表示
赳 列   唯 即 ―
くテープ残量くるくる表示〉

最新機能でビデオがまたひとつ進化した。

録画、再生時のテープ走行位置をマイコ

ンセンサーが検知して、赤と緑でひと日で

わかるグラフィック表 /Jそをしてくれます。

く話題のクリーンスチル&スロー〉―――――

鮮明画質を徹底して追求。口Ⅱ。日Ⅲど

ちらのモードでもノイズやブレのないクリ

ーンな静止画、スロー、コマ送りを新開発

のピクチャークソース PCヘ ッドが実現
しました。多彩で美しいビジェアルプレイ

が鮮明な画像でおおいに楽しめま丸

く16機能ものワイヤレスリモコン〉

―部屋のどこからでも自由にコントロールでき

るソモコンパワー。早送り、巻戻し、正逆

サース 静止画、逆転再生など、16の機能

をリモコンざ操作。お手元で自由自在、便

利さ満載の多機能ワイヤレスソモコンで魂

●順に押すだけ簡単操作の2週間8番組

予約タイマー●使いやすいキーボード感

覚の操作ボタン●12局 ソフトタッチチュー

ナー●メモリー機能つき電子カウンター

●自動的に巻戻しを開始するオートリワイン

ド機構●フロントローディング方式●スリー

プ録l14機構●高さ11.7cmの スリムなボディ

■月ICONIC
認猶騨澤:鷲靱 端飾増露縣都属要lJギ醇λ耐品響ゼロ鷺邸昌攀曇了

※お願い一―サンヨーホームビデオ(コま保miF:がっぃてぃまtご購入の際、必ずご購入年月日、販売店名などの所定書i項の記入及び、記載内容をご確認のうえ、お受けllKり になり大切に保存してくださせヽ。

Ｂｅｔａロ
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テーブ残量

VTC― M3(S)"レバ (K)ブラック標準価格165,000円
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軽い、強い、一体成型方式カーボンコンポジット、3モデル登場。
バドミントンプレイヤー、ひとりひとりの個性、タイプを最大限に生かすラケットを。ャマハがスポニッの様ざまな

分野で培ってきたCFRP技術を投入し、つくりあげたカーボンコンポジットシリーズ3モデノ咤カーボンフレームと
カーボンシャフトを一体成型することtiよ って、パワー伝達性、方向安定性、反発力、そLrスイートスポットの広さ、ヒ

ット時の手応えなどすべてを高いレベルで調和しました。ハードヒッターもテクニシャンもシビアに選べば、ャマハ。

Ⅷ闘AHtt MDMINTON RAGKET

(シ ュガーブルー・シュガーレッド)

超高強度のスーパーカーボンで補強した
フレームと、道度なシナリのシャフト。独自の
一体成型方式

`二

より、パワーの伝達性、
方向の安定性もtヽちだんと向上。ォールコート
プレイヤーのあらゆるテクニックに応えまt

0価 格 :¥14,000(カ バー付 )

振動吸収性のよさで定評の発泡ウレタンコア

構造のカーボンフレームと、ハイフレキシカレ

シヤフトの組み合せによる高度なコントロール性。
ヒット時の感触のよさ、スイートスポットの
広さも自慢。テクニシャン向けモデル。

●価格 :¥12,000(カ バー付 )

YB500
超高強度のスーパーカーボンフレームと
フレキシブルシャフトの一体化カミ

高反発力と抜群の面の安定性を実現。超軽量

ウェイトとあてヽまって、シャープな振り抜きが

可能。ハードヒッター向け最高級モデル。
●価格:¥16,000(カ バー付)12月 発売予定

:二:憮tζ誌1(1者望t4」
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二
υ
■
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大会日程

会場案内

駒沢オリンピック公園体育館

大会本部 TEL03(422)6942

東京都世田ヶ谷区駒沢公園 :-l TEL 03(421)6121

地下鉄 新玉川線 駒沢大学駅下車 徒歩12分
バ ス ①恵比寿駅より祖師ヶ谷大蔵行・駒沢公園下車
②渋谷駅より出園調布行。駒沢公園東日または

病院前下車

③渋谷駅より等々力行・駒沢営業所下車

④目黒駅より駒沢営業所行。病院前または駒沢

公園東口下車

国立第二病院

屋内球技場じ Q

日 電耳
ミ
ミ I事 聯 __[目

男子シングルス 男子 ダブルス 女子シングルス 女子 ダブルス 混合 ダブルス

12/20(ヵ
開場 10:00A M

園
館
公クピッ

育

沢
”
駒

オ
体ヽ

/
/′

予 選 会 予 選 会 予 選 会

12/21困
開場 9:00A M

予 選 会
1

2

戦

戦

回

回
1回 戦 予 選 会

1回 戦
2回 戦

12/22 1Al

開場 9:30A M

国立競技場
代々木第 2

体 育 館
1回 戦 3回 戦

戦

戦

回

回
l回 戦

12/23 1el

開場 9:30A M

戦

戦

回

回

2回 戦
3回 戦

12/24仕 )

開場 11:00A M

準 決 勝

決  勝
勝

勝

決準

決

12/25(Bl

開場 10:00A M

準 決 勝

決  勝
勝

勝

決準

決

準 決 勝

決  勝

国立競技場代々木第 2体育館
大会本部 TEL03(469)4285

東京都渋谷区神南 2-: TEL 03(468)ii7:

国 電 山手線原宿駅下車 徒歩 5分
〃 渋谷駅下車  ″ lo分

地下鉄 明治神宮前下車  徒歩 5分
渋谷駅下車     ″ lo分
代々木八幡駅下車  〃 10分

|

|

|



予選会組合せ

今 泉    勉  (富 山・高岡市役所)

大 瀬 久 司 (東京・中大)

佐 々 木 靖 雄  (神奈川・関東自工)

/1ヽ 飼 清 統  (東京・法大)

洒3り |1   彪,(山梨・甲府南高教)

,酉 ぅ庁値Eノ、(石川・ゴーセン北陸)

JLオ喬  週日(滋賀・新堂中教)

山 本  浩 C鳥取■L陰アシックス)

貴 田  覚 (東京。日体大)

辻 田 泰 昌 (東京・中大)

増 田  昭 (長野・ヤナ電装)

長谷り|1 進 口 ll・ RSハセガワ)

(東京・ヨネックス)

(山 梨・日川高 )

〔鳥取。開護學;
(東京・法大)

(大阪・近大)

←井[易薔褒

俸馬編書憂警i

(岡山・り|1崎製鉄

(東京。日大)

(静岡・」ATCO)

い中躍最冒裏

(1琴 ::ζ革革

男子シングルスくMS〉

栂野尾昌一 (東京・ヨネンクス)

伊 藤 雅 弘 (東京・日大)

本 郷 毅 彦  (奈良・田原本町役場 )

本 田 浩 二 (東京・法大)

若 林 邦 任  (岡山・三井造船工野)

蘭    和 真  (岐阜・東海女子大教)

山 本 裕 幸 (東京・法大)

佐 藤   ,告 (兵庫・市尼崎高)

須 藤  茂 (青森・RSス トウ)
千 葉 昌 弘 (lL海 道・電電 Jヒ海道 )

柳 谷 辰 哉 (東京。日大)

坂 本 宏 志 曖知・トヨタ自動車)
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女子シングルス くLS〉
葛 西 明 子 (大阪・サントリー)

土田理恵子 ldrr潟・小針中教)

橋本真由美 曖知・トヨタ自動車)

上 村 美 香 (熊本・熊本信愛高)

藤本三津子 (東京。日女体大)

原田美智子 (岡山・松本組)

陣 内 貴 美 子 伏 阪・サントリ )

浴し,尺 イ言 =子 (兵庫・三菱電機伊丹)

片 山 りつ 子 曖 知・日本電装)

澤皐1纂   禾日(東京・東女体大)

千 葉 陽 子  (福島・千葉商店)

月 岡 広 美 味京・ヨネックス)

女子ダブルスくLD〉

薔 棠 臭 理 季
(愛知・日本電装)

冨饒 褥 …
異 醤 覆 重

(奈良・天理大 )

暴 目 昴 警 〒

(新潟・新潟青陵高 )

暑 暴

明

馬

(東京。東 女体大 )

禁∬重晰琳“
獲套阜RttlDA・/1ttm

架尼季霧言……
奮 ::醤 :こ季 (千

葉・
革薬暑笙暑大教)

麗 な 重 華
(愛知。日本電装)

野 上 満 子  (東 京
。日体大 )

畑 原 博 美 罐井・自営)

和田美津子 (1晰道。地崎工業)

佐 藤 ツ台 美  (東京・東女体大 )

横 山 ナ ル ミ (奈良・松下住設機器 )

高 峯 尚 子 (東京・ヨネックス)

り|1 島 直 子 飾 岡
。日本楽器 )

乾   万 里  (山 梨。中部食品 )

山 内 美 子 (新潟・新潟青陵女短大 )

岡 本 昌 子 幡 り||・ 百 十四銀行 )

松 枝 睦 子  (東京・桜町高教 )

岩 見 洋 子 伏阪・サントリ )

月 岡 広 美
(東京・ヨネックス)

高 峯 尚 子

訴島」λ曇 〔
Lく霙貪動

浜 田 由 理
(香り||・ 百十四銀行 )

佃  貴 子

弊 里 言::F(群
′馬・濱翌宴季大職)

柳田智佳子
笠松美智代

曖知・トヨタ自動車)

冨田美千代
植田日出子

(大阪・三洋電機)

雷 奮 曇 阜 養
(愛知・トヨタ自動車)

軍癬 重い欄

長 野 習 享

(東京・日体大)

慾耀 えは…襴

混合ダカレス くM:X〉

面堪 早い哺躙

寓濶 早回¨

奈誓馨軍… … "

鎌 田 啓 睦
←京
。
こ爵
セン東京

)鎌田みゆき
|

奨製 季い珊

示{]"亀言い道・最尋輩⊇



栄光の大会を制した選手たち 価戦優勝者〉

長谷川博華・宮本幸弘男子 ダブルス

男子シングルス 長谷川博幸

女子シングルス

北田ス ミ子

fIF~南

螂翻1鶴‐_

女子ダブルス 米倉よし子・徳田敦子
|          ‐|■■■        ■|■颯

混合ダフルス 辻 敏弘・徳永順子

蝙

釉

燒



屎
子男 子女

混合ダブルス
シングルス ダ ブ ル ス シングルス ダ ブ ル ス

昭和

22年

23

24

25

26

27

28

29

岡  淳 一

広 田敏 秀

望 月 文 雄

上 田 益 弘

広 田敏 秀・藤 井 光 男

岡  淳 一 。相 馬 万 吉

岡  淳 一・岡  道 明

広 田 敏 秀・岡  道 明

吉 原 秀 雄 。藤 井 昂 一

佐 藤 芳 朗・山 崎 茂 高

片 石 兼 敏 。加 藤 正 則

中村 た き

吉田とよ子

遠 藤 文 子

登  悦 子

吉 田 光 子

荒り!|と み子

大 川 良 子

川俣千枝子 。中 オすた き

吉田とよ子 。田オ1知江子

遠 藤 文 子 。小 林 歌 子

堀 江 綾 子 。保 田 久 子

遠 藤 文 子・荒りIIと み子

小 林 歌 子・荒り||と み子

大 川 良 子・藤 田 光 子

森   勇・岡  広 子

E。エマール・川俣千枝子

山 田康 久 。田オl知江子

渋谷 弘敏・小 島  信

上 谷 茂 己。小 沢 良 美

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

片 石 兼 敏

佐 藤 芳 朗

永 井 栄 一

佐 藤 芳 朗

板 垣 隆 房

小 宮 好 雄

宮 永 武 司

渡 部 紘 一

宮 永 武 司

片石 兼敏・加 藤正 則

片石 兼敏・永井 栄 一

永井 栄 一・並木 伸 裕

山 田善康 。中村  智

沢 田  力・森  晃 一

鈴 木 幸 春 。東 条 義 昭

堺  栄 一 。宮 永 武 司

権 田 節 子

横井キヌエ

田島外茂子

橘 美智子

秋 山 文 子

高 木 紀 子

横 山 文 子

高 木 紀 子

戸 田 寿 子・小 林 桂 子

大 川 良 子・小 林 歌 子

田島外茂子 。宮川ツヤエ

田 島 玲 子 。高 島 洋 子

田島外茂子・山崎紀久子

高 橋 泰 子・長 野 文 子

木 村 政 子・横 山満 子

高 木 紀 子・諸田みや子

有木とみ子・三 原 弘 美

高 木 紀 子 。天 野 博 江

小 飼 栄 一 。本 庄 純 子

石 原 利 道・戸 田 寿 子

貝 戸  肇・諸田みや子

北 島 克 英・有木とみ子

毛 利 清 志・根 岸  純

杉 田  博・杉 田 良 子

星 野 忠 男 。有木とみ子

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

秋 山 真 男

小 島 一 平

栂野尾昌一

小 島 一 平

銭 谷 欽 治

堺  栄 一 。宮 永 武 司

秋 山真 男・小 島一 平

堺  栄 一・栂野尾昌一

鈴木 健 二・池 田信 孝

秋 山真 男・小 島一 平

池 田信 孝・栂野尾昌一

横 山満 子

高 木 紀 子

高橋とも子

湯 木 博 江

竹 中 悦 子

湯 木 博 江

高 木 紀 子 。天 野 博 江

※3

相沢マチ子 。竹 中悦 子

中 山 紀 子 。湯 木 博 江

相沢マチ子・竹 中悦 子

湯 木 博 恵 。池 田 美 加

東 条 義 昭・横 井 文 子

小 宮 好 雄 。上 野 明 美

板 垣 善 憲・大 田 節 子

鈴 木 健 二 。有木とみ子

堺  栄 一 。天 野 博 江

栂野尾昌一 。竹 中悦 子

50

51

52

53

54

55

56

57

小 島 一 平

銭 谷 欽 治

長谷川博幸

銭 谷 欽 治

長谷川博幸

飯 野 佳 孝 。土 田 証 雄

池 田 信 孝・栂野尾昌一

飯 野 佳 孝 。土 田 証 雄

池 田信 孝 。尾 崎 幹 雄

飯 野 佳 孝 。土 田 証 雄

銭 谷 欽 治 。西 山 博 司

長谷り|1博幸 。宮 本 幸 弘

湯 木 博 江

※5

近 藤小織

徳 田敦 子

米倉よじ子

1し田スミ子

竹 中 悦 子・植野恵美子

栂野尾悦子・植野恵美子

徳 田 敦 子 。高 田 幹 子

米倉よし子・徳 田 敦 子

今 井 茂 満 。池 田 美 加

栂野尾昌一・栂野尾悦子

日下  昇 。牛田真由美

中 井 基 夫・千 葉 陽 子

栂野尾昌一 。栂野尾悦子

中 井 基 夫・端  洋 護

栂野尾昌一 。栂野尾悦子

辻  敏 弘・徳 永 順 子

歴代優勝者年表 |[]さ][i』i:最
謹勇柔

|

全日本総合バ ドミントン選手権大会

※1杉田良子 ※2中山紀子 ※3栂野尾悦子 ※4湯木博恵 ※5河本小織 ※6松村順子〈現在)

|



バドミントン1983年をふりかえって
1982～ 83年シーズンのひとつの特徴として、ジュニア

・レベル (中 。高校生)の強化に本腰が入ってきたことが

挙げられる。

まず『全日本ジュニア選手権』(1982.12.14～ 15東京)

が倉1設された。ただ、せっかくの試みも「全日本総合と

ダブる日程」「学校の試験の時期」などが原因でインター

ハイ上位校の選手が出場できず、今後の改善が望まれた。

この 1年間を通じて、高校勢では何人かの
｀
金の卵
″

が栄冠のリストに名をつらね、または地歩を固めた。

全日本ジュニアの男子シングルスでは宮康二 (山梨。日

川高)が見市昌弘 (奈良。一条高)にストレート勝ちで優勝

したが、つづく全国高校選抜 (3.26～ 27松江)では逆に見

市がフルゲームの末、宮をくだして栄冠をさらった。し

かし、高校界最大のイベントである全国高校選手権 (8.2

～7豊橋)では、宮は準決勝で敗退、見市もまた 2年生選

手 。江藤裕樹 (比叡山高)に屈する波乱となった。

女子シングルスで超高校級といわれる鴻原春美(四条

畷学園高)は春の選抜を途中棄権したが、夏の選手権で

は優勝までの 6試合をすべてストーレト勝ちで 2連覇を

飾った。これに先だつジュニアと春の選抜は上村美香 (

熊本・信愛女高)が勝って 2`冠
″
を手にした。

団体戦の男子は春夏ともに比叡山と奈良一条が覇権を

争い、春は比叡山、夏は奈良一条が勝って星を分けた。

女子は春が信愛女、夏は県予戦で信愛女を破った熊本中

央女がそれぞれ栄冠を獲得した。いわゆる
｀
西高東低

″

がいぜんとして続く中で、女子の青森・千葉学園 (春秋

とも決勝進出)、 栃木・小山城南 (春ベスト8・夏ベスト4)

男子の山梨。日川 (春ベスト8・夏ベスト4)な ど
｀
東
″の活

躍が光った。

全国中学校選抜大会 (8.20～ 22新庄)では熊本勢の強さ

が改めてクローズアップされた。熊本勢は全 6種目のタ

イトルのうち、男子団体 (桜山)をはじめ、男子ダブルス

(桜山・紙谷/久住)、 女子シングルス(帯山・松尾知美)、 女

子ダブルス(菊池南・安達/毛利)と 4種 目まで怖1し 、女子

団体でも菊池南が準優勝している。

団体戦で男女の 2連覇を狙った茨城
。明野は、女子が

首尾よく目的を達成したが男子は決勝で破れ涙をのんだ。

男子シングルスは三角典生 (京都・洛星)が全試合ストレ

ート勝ちで優勝をさらった。

ジュニア選手の国際交流 も盛んだった。 3月 には約10

日間、男女各 6選手で編成された日本ジュニア選手団が

欧州遠征 した。目玉の欧州ジュニア選手権では、女子シ

ングルスで上村美香 (信愛女高)が、同ダブルスで_L村と

唯一の中学生選手の佐藤由美子 (信愛女中)の コンピが、

それぞれ準決勝まで進んだ。

インターハイ直後の 8月 にも、男女各 4選手が日中ジ

ュニア交流に参加、上海で 2戦。男子は 1勝 1敗、女子

は 2勝 した。ただ内容をみると、男子では見市が 1敗 1

分け、宮が 2敗。女子の鴻原が 1勝 1敗、上村 1勝 1分

けで、エース級はいずれも旗色が悪かった。帰回数日後

には東京で日韓ジュニア交流大会が開かれたが、男女い

ずれも日本が苦杯を喫 している。このほか、四条畷学園

(中 。高校)が中国に、兵 庫県選抜 (中
。高校)が韓国に遠

征 し、強敵の胸を借 りている。

こうした一連の交流を通 じて、国際経験の差はもちろ

ん、それ以前の問題として体力・気力・技術のいずれの

点においても、日本は大きな課題をかかえていることが

再確認された。そしてこのことは、同時に、学生 。社会

人の トップ層にも共通する問題であることを痛感せざる

をえない。

学生界では若手に優秀選手を多くもつ法大が、全日本

学生選手権 (10.21～ 26岡山)で宿敵 日体大を3-0で 破

って優勝、関東学生秋のリーグ戦の雪辱をとげた。この

シーズンを通 して、松浦進二・松野修二 (と もに法大)の

2年生コンビの順当な成長ぶりが収穫だった。松浦は春

秋のリーグ戦でともに 4勝 1敗。この間、春は井上哲章

秋は権藤浩二 (と もに日体大)に負けただけ。しかし、全

日本学生のシングルスでは準決勝で井 L・ 決勝で権藤を

連覇、見事に優勝を飾った。また、松浦/松野のペアー

はリーグ戦 。全日本学生 (団体・個人)を通 じて無敗を誇

っている。

このほか、 1年生の柳谷辰哉 (日 大 )。 辻田泰昌 (中大 )

の健闘も将来を楽しませた。柳谷は全日本学生でベスト

8入 りをはたした。

女子でも、 2年生の平間真由美 (日 体大)が秋の関東学

生 リーグと全日本学生の団体戦に全勝 し母校のアベック

優勝の原動力となり、余勢をかって全日本学生の個人戦

シングルスにも優勝を飾った。

東京新聞運動部次長

後 藤 忠 弘



日中学生競技会 (8.21東京)には、権藤 。松浦・松野に

加えて山本裕幸 (法大 )、 女子は野上満子 。今川真理子・

平間 (以上日体大 )。 日向明子 (東女体大)が出場 したが、

平間がゲームをひとつ取ったほかは、男女ともストレー

ト負け(3-0)と いうみじめな結果に終った。また 8月 に

香港で第 1回 のアジア・ユース・ トレーニング/コ ーチ

。キャンプが開かれており、日本から男子は柳谷・辻田、

女子では平間 。田向和子 (日 体大 1年 )が参加 した。この

日程後半に、第 1回 アジア・ユース大会があり、男子ダ

ブルスで柳谷/辻田組が優勝を飾った。

一年の総決算、57年度全日本総合選手権大会 (12.15～

19)の 男子シングルスは長谷川博幸 (ヨ ネックス)が 2年

ぶり2度 目の優勝をとげ、返 り咲きを狙ったベテラン銭

谷欽治 (カ ワサキ)は準決勝で姿を消した。また長谷川は

宮本幸弘 (ヨ ネックス)と 組んだダブルスにも優勝 した。

しかし、年がかわって全日本社会人 (9.3～ 6奈良県田原本

町)では銭谷が王者に復帰、長谷川は 5回戦 (ベス ト16)

で早 くも姿を消してしまった。長谷川は日本人に珍 らし

い才能の持ち主だがt本格的な ｀時代″を築 くには、ま

ず′じヽ身のスタミナ切れを克服 しなければならないようだ。

全日本総合は出場資格が厳選されているので、新人が

いきなり殊勲というのはなかなか難 しいが、それにして

も男子シングルスでベス ト8に残った学生は権藤ひとり

だけというのもさびしかったが、長谷川の決勝の相手が

30歳の土田証雄 (電電東京)だったことも、いささかさび

しかった。若手の奮起が望 まれる。

女子の第一人者と目される北田スミ子 (三洋電機)は、

全日本総合で河本小織 (岡山 。松本組 )。 米倉よし子 (電

電東京 )。東海林文子 (サ ントリー)を連破 して 3連勝。全

日本社会人でも米倉 。東海林に勝って 2連勝 した。しか

し国内では無敵の北田も、世界選手権を含む対外試合で

は歯がゆい試合ぶ りが多く、真のエースとして大成する

ためには精神的な トレーニングが先決であるように思わ

れる。

一方、北田と並ぶ
｀2本柱
″
と期待されている陣内貴

美子 (サ ントリー)は、全日本総合では 2回戦 (初戦 )で 日

体大の今川に破れ、女子チャンピオンズ 。トーナメント

(2.13東京)では米倉に逆転負け。全日本実業団 (6.22～ 26

札幌)の決勝、対松本組の試合で河本をくだしサントリ

ーに優勝をもたらしたものの、今日本社会人ではこの河

本に 4回戦で当って負けるなど、ちぐはぐな試合ぶ りだ

った。いぜん、体力・コンディショニングに問題が残っ

ているようだ。

女子ダブルスでは米倉と徳田敦子 (東京協会 )の コン

ビが全日本総合に 4連勝、全日本社会人にも3度 目の優

勝を飾った。このベテラン・ コンビは対外試合でも、シ

ングルス勢にくらべて比較的ましな戦いをしたが、半面、

これを倒すペアーがいぜん現われないことは物たりない。

日本の女子スポーツ界が保持する唯一の世界タイ トル ユ`

ーバー杯
″
の防衛を明年にひかえ、女子にはむしろ不安

材料ばかりが多いこの 1年だった。

女子といえば、トップ・プレーヤーだけ 8人 を集めた

チャンピオンズ 。トーナメントで、大阪勢の北田 。東海

林・鴻原がそろって欠場するという残念な出来ごとがあ

った。しかし、この穴を結婚 してミセスとなった河本が

がんば ノて埋め、練習不足を闘志で補って優勝。話題を

呼んだ。

指導者の研修の場でもある全日本教職員選手権 (8.8～

10沼津)の一般男子シングルスは鏑木智博 (前橋東商高

教員)。同女子は南雲栄子 (南橘中教員)と 、団体をひかえ

て強化いちじるしい群馬勢のものとなった。群 ,馬勢は一

般男子ダブルス 。一般男子団体 (3連勝 )も 制 した。女子

団体は東京・成壮年団体は熊本 (4連勝)が優勝 した。

今季誕生した日本協会主催イベントが、ジュニアのほ

かにもうひとつある。全日本家庭婦人大会 (8.24～ 26東京 )

がそれで、大会に先だち、日本家庭婦人バ ドミントン連

盟が設立された。大会は50代のプレーヤーも含む全国24

チーム (23都道府県)代表が参加、東京都 Aチ ームが初の

栄冠に輝いた。主婦のバ ドミントンはあくまでもリクリ

エーションだが、その
｀
熱
″
が子供たちに伝わることを協

会は期待 しており、来年以降は 1部 (未経験者中心のク

ラブ対抗)と 2部 (経験者による府県対抗)の二部制と

し、その前にまずプロックごとの大会を充実させ、これ

をメインとすることが考えられている。

チーム戦の全日本実業団選手権 (6.22～ 26札幌)は男女

162チ ームが参加して行われた。男子は電電東京がヨネッ

クスをくだして 3連勝、女子はサントリーが 2連勝 した。

男子では名門 トヨタが
｀
復活
″
してベスト4に進出、女

子では部員わずか 4名 の岡山 。松本組が北田をエースと

する三洋電機にせ り勝って決勝まで進み、注目された。



今年の主な大会の戦績
□
□
一一― 優勝

一一― 準優勝

昭和57年度全日本総合選手権
12/14～ 19 東京都

●男子シングルス

□ 長谷川博幸 (ヨ
ネックス・東京)

□
土 田 証 雄 (電電東京

,東京 )

□ 権藤浩二(日体大・東京)。 銭谷欽治(カ
ワサキ・東京)

●女子シングルス

□ 北 田 ス ミ 子 (三洋電機
。大阪 )

東海林文子 (サントリー大阪)

□
米 倉 よ し 子 (電電東京・東京 )。 河 村 茂 美 (三 洋電機

。大阪 )

●男子ダブルス

回 長谷川博幸/宮 本 幸 弘 (ヨネノタズ東京)

睡 ∃
土 田 証 雄 /宮 森 庄 吉 (電電東京・東京)

匡 ヨ 池 田
信 孝 /尾 崎 幹 雄 (電電東京。東京 )

今 泉  勉/米 沢 和 男 (高岡市役所・富山)

●女子ダブルス

徳 田 敦 子 (大阪協会・大阪)/米 倉 よ し 子 (電電東京・東京 )

河 本 小 織/高 田 幹 子 (松本組・岡山)

東海林文子/高 峯 和 子 (サントリー大阪)

北田スミ子 (三洋電機・大阪)/陣内貴美子 (サントリー大阪)

●混合ダブルス

匝ヨ辻  敏 弘/徳 永 順 子 (ヨ ネノクス・東京)

□
鈴 木  裕 (三条機械・新潟)/関 根 和 子 (新潟ロイヤル・新潟 )

匡ヨ宮 森 庄 吉/三田知佳子 (電電東京・東京)

栂野尾昌一/栂野尾悦子 (ヨ ネノクス・東京)

第 14回全日本レディ…ズ0チャンピオン

●女子

ロ サントリ
ー (大阪)高 峯 和 子/陣

"亨

美
子

□ 日本楽器
(静岡)

□ 松本組
(岡山)

岩 見 洋 子/西村美千代
陣内貴美子

河 本 小 織/高 田 幹 子
原田美智子/合田なおみ
河 本 小 織

り‖島 直 子/自松千加子
山本美津子/彼 島 佳 子
自松千加子

三洋電機 (大阪) 河村 茂 美/北田スミ子
平 久美子/冨田美千代
河オ1茂 美

北田スミ子

植田日出子

第34回全国高校選手権  8/2～7鰤熙櫛

●男子シングルス

□ 江 藤 裕 樹 (1ヒ叡
山高・滋賀)

□
見 市 昌 弘 (奈良市立一条高・奈良 )

□
佐 藤  浩 (市 立尼崎高・兵庫 )・ 福 田

●女子シングルス

□
鴻 原 春 美 (四条畷学園高・大阪 )

□ 小 泉 陽 子
(園 田学園高・兵庫 )

匡 ∃
青 木 き よ み (1資本中央女高・熊本 )

■ 村 美 香 (信愛女学院高・熊本 )

●男子ダブルス

匝 ∃
川 本 英 明 /林  謙 一 (九州学院高・熊本 )

□ 勅使り
II原尚/藤 咲 勇 一 (桐生市商高・群馬)

匡ヨ 宮  康 二/志 村 裕 喜 (ロリI高
・山梨)

加 藤 安 史/長谷川典靖 (日大山形高■1形 )

●女子ダブルス

匡 1鴻 原 春 美/新 木 貴 子 (四条畷学園高・大阪)

□ ∃
上 村 美 香 /平 井 真 由 美 信 愛女学院高・熊本)

1可¬根本まゆみ/須藤千代子 (4ヽ山城南高・栃木)

原田真理恵/本田みどり(新潟青陵高・新潟)

第22回全日本教職員選手権
8/8～ 10 静岡県沼津市

1男子シングルス

鋪i琳こ裡「 幡,(前橋東商教・群馬 )

坂 井 茂 則 (同 体大教
。東京 )

秋 庭 克 行 (吾 妻高教・群 馬)。 西 村 龍 夫 (唐崎月ヽ教
・滋賀 )

●一般女子シングルス

詳r雲:メき詈=(南橘中教・群 ,0

中 沢  淳 (大崎中教・新潟 )

土田理恵子 (4ヽ針中教・新潟)。 松 枝 睦 子は口r高教
。東京)

□
□
□

実 (小松原高・埼玉 )

□ 河 本 小 織
船本組・岡山)

2/13 東京都

□ 米 倉 よ し子 (電電東京・東京)

匡 団
徳 田 敦 子 (東京協会

。東京)。 陣 内 貴 美 子 (サ ントリー 大阪)

第33回全日本実業団選手権
6/22～ 26 北海道・札幌市

●男子
「
百1電電東京(東京) 土 田 証 雄/宮 森 庄 吉

池 田 信 孝/尾 崎 幹 雄
西 山博 司

宮 森 庄 吉

●
一般
□‐
日
□

□
□
□

本

本

ロヨネックス(東京)総墨萌 棄重1
長谷川博幸

宮 本 幸 弘

□ 高岡市役所
(富山)傘 泉

今 泉

トヨタ自動車 (愛知)山 本

磯 野

坂 本

菅 原

須 貝

勉/米 沢 和 男
正 隆/関 オす順 治

勉

秀 樹/坂
雄 二/坂
宏 志

敬 二

英 徳

宏 志

昌 嗣



●一般男子ダブルス

□
今 井 勇 司 (渋

'1女

高教・群馬)/栗 原 恒 夫 (桐生高教・群馬 )

匹iオす 金をツ台 (草津市教委・滋賀)//1Lオ喬   進 (滋賀県体・滋賀 )

高 岡  桂 (芦原中教・福井)/神 戸  照 (足羽高教・福井 )

水 内  浩 (医王山中教・石りI)/西 り:1慎 ― (金城高教・石
"|)

●一般女子ダブルス

□
藤 井 良 子 催 美林大教。東京)/松 枝 睦 子 (桜町高教・東京)

平 野  幸 (南浦中教・新潟)/中 沢  淳 (大崎中教・新潟 )

豊 田 由 美 子 (千葉衛生短大・千葉)/本 吉 登 美 栄 (千葉県体協・千葉 )

鹿 野 美 恵 子 (常盤木学同教・宮脚  /i通 〕度 1彗 子 (高森小教・宮城 )

●混合ダブルス

□
山 下 圭 一 噺 潟青陵高教・新潟)/土 田 理 恵 子 (4■ 中教・新潟 )

田 部 井 秀 郎 (淑徳与野高教・埼玉)/深 井 規 子 (大宮泰平中教・埼玉 )

杉 田  博 (立野高教・神奈り||)/杉 田 良 子 (立野高教・神奈り11)

藤 田 典 和 (額 4ヽ教・石りII)/小 野 順 子 (石川|)

第 i3回全国中学校選抜  8/20-22山形縣姉

●男子シングルス

三 角 典 生 (ヴ ィァトール洛星中・京都)

大 堀   均 (今市中・栃木 )

□
三 船 昌 晴 (嵐 山中・1し海道 )。 畑 野 宏 幸 (出水中・熊本 )

●女子 シングルス

□ 松 尾 和 美 (帯山中・1日本)

□ 三上 明子 (弘前 中・青森)

□ 西 林 昭 子 (備前中・岡山)。 松 本 啓 子 (明 野中・茨城 )

●男子ダブルス

□ 紙 谷隆 志/久 住  猛曜山中・熊本)

□ 谷 口久 永/林  秀 行 (江陵中・1朧道)

匡ヨ梅 田 毅/田 中忠 夫 (燕中。新潟)

結 束雄 二/堀 内  滋 (阿見中・茨城)

●女子ダブルス

匝 ヨ
安 達 優 子 /毛 利 千 秋 (菊池南中・熊本 )

□ 西沢紀代美/林  美 希 (京陵中・熊本)

□ 村 上 文 江/行 方 紀 子 (1=栄中・千葉)

田 中 美 和/河 村 祐 子 (草津中・滋賀)

第 i回全日本家庭婦人

匝己東京都Aチーム

|ヨ 神奈川県チーム

●

□
□

□
囲

8/24～ 26 東京都

第26回全日本社会人選手権
9/3～ 6 奈良県田原本町

●一般男子シングルス

巨ヨ銭谷欽治(ヵヮサキラケット・東京)

コ ロ 毛 利 達 彦
(金沢市役所・石り )

歴 □ 坂 井 茂 則
(日 体大教・東京)。 西 山 博 司 (電 電東京・東京)

●一般女子シングルス

□
日

一般
回
「
一口
一

□北田スミ子l lI電機。畑
東海林文子 (サントリー大阪)

米倉よし子 (電電東京・東京)。 西オす美千代 (サントリー大阪)

1男子ダブルス

土 田 証 雄/宮 森 庄 吉 (電電東京・東京)

池 田信 孝/尾 崎 幹 雄 (電電東京・東京)

長谷川博幸/宮 本 幸 弘 (ヨネックス。東京)

今 泉  勉/米 沢 和 男 (高岡市役所・富山)

●一般女子ダブルス

回 米倉よし子 (電電東京・東京)/徳 田敦 子 (東京)

睡∃東海林文子/菊 池洋子 (サントリー大阪)

匡コ 河村 茂 美/北田スミ子 (三洋電機。大阪)

岩 見 洋子/西村美千代 (サントリー大阪)

●混合ダブルス

亘∃栂野尾昌一/栂野尾悦子 (ヨ ネノクズ東京)

巨 目 松
口 金 彦 (電気暖房・大阪)/星  和 子 (サ ントリ 。大阪)

□ 鈴 木  裕 (三条梢踊・新潟)/関 根 和 子 晰 潟ロイャル・新潟 )

山 本  清/高 田 幹 子は本組・岡山)

第34回全日本学生選手権 Ю/2～ X岡山県岡山市
●男子シングルス

松 浦進 二 (法政大)

権 藤 浩 二 (日体大)

□ 松野修二(法政大)。 井上哲章(日体大)

●女子シングルス

匝 □
平 間 真 由 美 (日 本大 )

」  松田大嘉子 (四条畷女短大)

□ 中 島 真 美 (日体大)。 今川真理子 (団体大)

●男子ダブルス

□ 松 浦 進 二/松 野 修 二 (法政大)

□ 権 藤 浩 二/石 場 隆 雄 (日体大)

匡ヨ井 上 哲 章/大 島 正 志 (日体大)

山 本 裕 幸/古 賀 勝 志 (法政大)

●女子ダブルス

匝曰 田 向 和 子/平間真由美 (日体大)

ご劃今夕
|1真理子/野 上 満 子 (日体大)

匡□ 伏喜由美子/中 島 真 美 (日体大)

野 口英 代/小 路 和 代 (口体大)

□
□

匡∃兵庫県チーム
東京都 Bチ ーム

千葉県チーム

北海道チーム



大会役員

大 会 会 長

大 会 副 会 長

顧      間

桜 内 義 雄

小 日 政 雄

石 渡 俊 一

奥 田 敬 和

柴 田 勝 治

地 崎 宇二郎

永 末 英 一

林   義 郎

松 下 正 寿

山 崎 武二郎

清 藤 六 郎

森     康

鈴 木 伝四郎

阿久津 順 一

大須田 良 作

曽 山   皓

吉 川 芳 男

清 水 規矩雄

織 田 喜 一

後 藤   淳

神 谷 一 三

今 井 鎮 雄

坂 日 常 博

石 田 祥 史

池 上   任

結 城 健 輔

小 原 嘉 文

脇 屋 長 可

米 九 芳 男

遠 井 稔 男

伊 沢 二 郎

川 端 昇 市

宮 澤 宏 之

真 藤   1'1

岩 崎 純  i

lL  口

白 山 源二郎

内 藤   健

西 本寸 尚 治

藤 田 義 光

森 友 徳兵衛

渡 辺 秀 央

佐々木 洋 平

松 橋 藤 吉

原     正

日 野 貞 夫

須 田 勝 勇

原   二三雄

中 村   伝

宮 下   明

斉 藤   武

安 西 武 二

栗 本 藤四郎

藤 田 庸 右

成 相 安 信

天 野 辰 雄

俊 成   薫

四 島   司

鈴 田 正 武

相 澤 尚 夫

稲 福 盛 輝

今 井   先

小 宮 淳 宏

参

大 会 委 員 長  小 飼 栄 一

大会 副委 員長  浅 岡   武

委   員  相 澤 和 夫  相 場 清 一

池 田 昌 道  伊 藤 鍍 一

今 北 基 夫  岡 本 武 利

神 澤   暁  堺   三 徳

里 見 光 徳  清 水 善 一

辰 市 祐 昭  内 藤 安 雄

野 村 嘉 明  浜 中  誠

増 田  稔 [1原 正 士

加 藤 三 夫  福 岡 幸 一

村 山 幸 雄  笠 原 一 男

小山内 信 一  竹 林 克 彦

中 村   隆  松 橋   裕

板 垣 隆 房  須 藤   博

加 藤 寛 治  五 十里 光 秋

高 橋 重 夫  川 上  弘

秋 山 真 男  陣I部  字

長 浦 音 吉  中 島 寿 i喜

原   紀 征  大 箸 昭 司

伊 豆  晃  河 田 歳 雄

沢  長 寿  池 田 芳 麻

北   義 一

吉 田 健次郎

高 麗 久 義

津 守 幸 介

富 田 善 明

山 本 能 也

鳥 越 邦 彦

川 島 一- 16

藤 本   滋

木 村   寛

山 根   怜

安 倍 淳 美

東 条 義 昭

新 名 静 夫

木 原 逸 夫

本 郷 節 生

日 高   壮

屋地久   潔

玉 手  庸  杉 田 安 雄
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実行委員会 委  員  長   増 田   稔

道

夫

彦

司

昌

幸

誠

敬

田

藤

藤

木

池

遠

伊

新

員 清 水 善 一

前 田 耕 作

森 谷 喜久男

加 藤 寛 治

里 見 光 徳   浅 岡   武  五十里 光 秋

菅 原 幸 雄  根 岸 知 子  殿 川 宣 勝

高 橋 秀 男  後 藤  哲  高 橋 英 夫

自 倉 一 民  村 山 幸 雄



競技役員

委

総 務 委 員 長

総務 副委 員長

広 報 委 員

副 審 判 長

増 田   稔

清 水 善 ―

高 橋 秀 男

加 藤 寛 治

関  敏 夫

千 葉 健 夫

長 岡 早 苗

岡 本 よし子

殿 川 宣 勝

柳 井 法 夫

菅 原 幸 雄

荻 田   実

佐 賀 武 兵

佐 藤   隆

阿 部 裕 子

花 岡 牧 夫

炭 川 萬次郎

太 田 耕 貴

金 井   功
三 浦   誠

遠 藤   隆

国 吉   草

石 川 顕 法

石 垣   宏

幸 野 邦 昭

伊 東 光 男

蓑   栄 三

山 崎 博 光

仲 野 満沙子
大 島 章 子

大久保 忠 晴
山 本 悦 子

町 山 靖 夫

吉 岡 政 雄

河 野 道 子

沼 田 昭 子
川 辺 正 雄

坂 井 照 男
小 泉   紘

自 倉 一 民

新 木 敬 司

鈴 木   潔

栗 田 光 憲

宮 永 武 司

入 間 秀 哲

戸 村 正 樹

小 飼 清 統

松 岡 昭 典

宮 崎 千佳子

競 技 委 員 長  池 田 昌 道

競技 副委 員長 前 田 耕 作

森 谷 喜久男

笠 原   勇

根 岸 知 子

峰 岸 千 尋

松 浪 鋭四郎

本 田 修 治

島 原   敦

宮   健 次
山 崎 恵 子

穂 坂 久 夫

委

審

一員半1審

里 見 光 徳

五十里 光 秋  伊 藤 誠 彦
遠 藤 幸 夫

三 須 徳 次

山 口 健次郎

柿 沼   茂

館 野 政 男

桜 田 豊 次

田 端   靖

中 オ寸 祐 康
臼 井 俊 治

田 中 伴 幸

川 田 喜 一

稲 村   昇
横 山 和 子

桃 井 雄 二

松 本 三枝子
森   麗 子

渡 辺 貞 夫
長 田 悦 子

美 川 久 子
浜 中 久 美

堤   靖 男

木 村 伸 一
渡 辺 英 明

井 伊 二三子

石 黒 次 男

冨 橋 米 治

久津り|1   孝

藤 田 明 夫

篠 田 由起夫

藤 元 一 夫

中 橋   優

佐 藤 孝 一

細 江 政 雄

福 留 晋一郎
田 原   健
坂 爪 敏 夫

戸 田 稚 子

和 田 正 枝

浜 田 久美子

的 場 利 恵

納 谷 栄 子

浮 川 寿恵子

藤 井   晃
柴 崎 義 雄

原   正 人
鵜 沢 敏 信

真 下   清
久保田 宇 作

滝 り‖  修

龍 井 昇 治

今 井 正 男

須 田 孝 夫

平 野 光 男

山 本 昭 治

沼 田 七 郎

鬼 島 悟 郎
半 田   実

石 井 幸 男

行 川 芳 子

塩 谷 益 美

萩 原 千 代

福 住 幸 子

西 オ寸 はる恵

藤 野 安 重

樋 地 正 秀

庄 子 正 孝

儀 間 常 雄

広 瀬 皓 二

石 井 今朝雄

林   一 夫

斉 藤   借

澤 井 利 之

加 藤 弘 道

新 木 恵 一

/Jヽ  柳    博

佐 藤 六 夫

林   美津江

森 山 美奈子

村 杉 英 子

高 橋 良 雄

沢   登茂子

藤 澤 裕 子

石 川 良 征

石 川 節 子

渡 辺 美 雄

荒 谷 勝 道

鷲   多賀子
綱 谷 栄 子

上 原 敏 夫

藤 井 一 伸



1984年バドミントン・イベント・スケジュール
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1選抜バ ドミントン大会

δ廟珊
回全日本実業団バドミントン選手権大会
大阪市 )

第35回全国高等学校バドミントン選手権大会
(8/卜 8/5秋 田市 )

8潔 【:ワ翁見奪警
職員バドミントン選手権大会

前市 )

第 14回全日本中学校選抜バドミントン大会
(8/22～ 8/24大阪市 )

9潔 【:鷺里盆甘
会人バドミントン選手権大会

第39回国民体育大会バドミントン競技
(10/13～ 10/16奈良県田原本町 )

lθ
第35回全日本学生バドミントン選手権大会
(10/20～ 10/25名 古屋市 )

II第 6回バ ドミントン日本リーグ

12
第 3回全日本ジュニア・バドミントン選手権大会

第38回全日本総合バ ドミントン選手権大会
(東京者5く予定〉)

(東京都く予定〉)



SR-lF:NECARBO
¥12,000(フレーム)ヘッドカバー付
フレーム :カーボンとアルミ合金の複合

シヤフト :オールカーボンテーパーシャフト

カ ラ ー :ワインレッド、ネイビー

Jw“o理 .■■'0,INsI口 :

ー

株式会社諸江製作所

〒151東京都渋谷区笹塚2-46-8丁 EL 03-377-4404代 )



初速300km/h以 _Lから0まつ 無断速のハイスピードスポースそれが現代の

バドミントれ こうした一瞬のあらゆる変化に応えられるラケット、それがカーボ

ネックス15付。オールカーボン積層ワインデfング構造をもつシャフトに、オー

ルカーボンの世界初。MULTIPLE LAYER SYSTEMを 採用したフレーム

を装備し、反発力・耐久性を一段とレベルアップさせるなどヨネックスならで

はのテクノロジーが、すみずみまで生かされていま丸 ですから、素材性能が、

ラケット性育ヒとしてパーフエクトti応えま九 さ、パワー&スピードの時代に、これ。

カーポ。フィフシ ーン

巳ABE15ど釧男躍疑15
MUビ
「
lpLE LAYEn SYSTEM

トルク現象を解消し、正確なレスポンス&コントロールを実現させるため、またカーボン素材の

もつ抜群の反発力をロスすることなく100%活かしきるために、フレームを構成するオール

カーボン4層それぞれが耐トルク性・耐剛性を目的として設計された、世界初のシステム構造。

●¥14′ lX10(フ レーム・ケース付)● YONEX REPS(バ ドミントン主力登録店)特定販売商品

円
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構造断面図

● コーティンク層
00 耐トルク性を主目的とした層
∞  01性 を主目的とした層

●―発泡ウレタンコア

シャフト構 造 図

オールカーボン積層
ワインディング構造


